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s+arts（スプラスアーツ）より、片山穣 個展「We are “noise”」の開催をお知らせいたします。

ろうけつ染めに独自の技術を加えた染色技法で作品を制作している片山穣。多くの制約が伴う中で綿密に計画され、幾度も繰り返さ
れる染色の作業工程と、それを成し遂げられる片山の技術と器量によって、絵柄が何層にも重なり、繊細な作品の表情を出すことを可
能にしています。絵画とは異なり、「染め」は色を重ねても表面に凹凸が出来ません。しかしながら、何度も重ねられた色が糸の中に染
み込み、制作過程で試行錯誤をした痕跡が生地の表面に現れることで、染料ならではの透明感のある発色と柔らかで深みのある表
情が作られるのです。「制約が多く、修正の効かない手法で作品を制作することは、柵の多い社会の中でどう生きていくか考える事と
似ている」と考える片山は、作品を通じて社会と共振し、新たな染めの可能性を探求しています。

片山がモチーフとする風景は、都心の交差点だったり、太陽の光が降り注ぐ海岸線だったり、時には動物や草花をクローズアップした
もの等様々ですが、そこから彼が引き出す静謐な空気感と染め特有の雰囲気を上手く交わらせることで、既視感のある日常の側に潜
む気持ち良い瞬間にリンクするよう描いています。片山は、「Chill」という一貫した自身の作品テーマを掲げ、観る者が現実から離れて
自身と向き合い、心を落ち着かせるための役割を持たす事を目指しているのです。また、近年の特徴の一つとも言える、作品中に散り
ばめられている点（ドット）は、蝋を用いてフリーハンドで描いた痕跡による図柄です。単純な行為の蓄積でありながらも、モチーフを
干渉しない絶妙な間隔で並べられることにより、心地良い時の経過が感じられ、大小やドット自体の色彩に変化をつけることによって、
感情の振れ幅と視覚的な効果がより強く感じられるよう工夫されています。

「今回の作品は、作品毎に焦点の合わせ方を変え視覚的な距離感を操作することで対象物との心理的な距離を示しています。
はっきりと見えるもの、ぼやけて形が歪んだもの、光だけで認識しづらいものなど、様々な捉え方を提示し主観的な視点の揺らぎを表
現しています。クリアな視界の作品は細かいノイズで構成されつつも調和し、またぼやけた視界の作品では普段は雑然と見えるものが
柔らかく一体感を持っています。そういった物事の輪郭が曖昧になり溶け合う景色を見ていると、私たち自身もそれぞれが個でありつ
つ俯瞰で見ると“人”という大きな存在の一部でしかなく、人種、性差、国籍、障害などあらゆるカテゴライズから解放された一つの生で
しかないと思いました。

現代社会は情報網が発達していて何処にいても猥雑な情報が飛び交い、当事者以外の物事に傷つき怒りを感じてしまったり、正しい
と思われていたことが間違っていると一方的に指摘されたりと誰もが誰かを傷つけ干渉し合っていると感じます。そんな中で様々な出
来事に対しての距離感を探りながら自身の立ち位置について考察し、私たちは“普遍的に不協和音を与え合う存在”だということを受け
入れ、どういったスタンスで物事と関わっていくかを、作品を通して探っていきたいと考えています。」--- 片山穣

以前より片山は、“ノイズ”と呼ばれる違和感を度々作品に含ませることがありました。例えば、美しく描かれた風景や動物の顔の一部が
異なる色をしていたり、描かれた風景の中に実際にはいないはずの動物がいたり、綿密に考えられた心地良いノイズが入ることで、作
品画面に広がる空気感により深みをもたらす効果を与えてくれています。本展「We are “noise”」では、焦点の合わせ方を変えること
から派生する違和感と、人と人との関わり方や距離感を繋げ、作品を制作するために用いられる技術と作品に描かれている意味合い
が巧妙に絡み合う、大変興味深い作品群となりました。

これを機に、個展の度に新たな技術と表現方法を見出し、複雑でありながらも美しく繊細な雰囲気で独自の世界観が印象的な片山穣
の新作展を是非ご高覧ください。

2024年6月21日(金)-7月6日(土) 
日・月・火曜 休廊
時間: 12:00-19:00（最終日は17:00まで）

*レセプションパーティーはございません。
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1985 新潟県出身
2011 東京藝術大学美術学部工芸科染織専攻卒業

個展
2024 「We are “noise”」　s+arts （東京）
 「Diversity gradation」 anonymous bldg.（東京）
2023 「ever where」   s+arts （東京）
 「Traces」　G’s Gallery Tsukuba （茨城）
2022 「solid」　s+arts （東京）
2021 「Chill」　s+arts （東京）
2020 「Are you there」　s+arts （東京）  
2019 「Ordinary colors」　s+arts （東京） 
2018 「Silent voice」　Shonandai MY Gallery （東京） 
2017 「Complex animals」　Shonandai MY Gallery （東京） 
2016 「Flicker」　Shonandai MY Gallery （東京） 
2015 「Ambivalence」　Shonandai MY Gallery （東京） 
2014 「Terminal」　Shonandai MY Gallery （東京） 
 「Rainbow portrait」　GALLERY HANA SHIMOKITAZAWA （東京） 
2013 「Human collection」　Shonandai MY Gallery （東京）
2012 「Everybody in mind」　Shonandai MY Gallery （東京）

グループ展
2024 「100人10」 渋谷キャスト（東京）
 「s+arts new year exhibition」 s+arts（東京）
2023 「Dutch Auction ARTNOW VOL.3」 銀座蔦屋書店（東京）
 「街と建物展」  月ノ出画廊（東京）
 「WHAT CAFE EXHIBITION vol.27」  WHAT CAFE（東京）
 「ARTIST NEW GATE ファイナリスト展」　あべのハルカス近鉄本展アートギャラリー（大阪）
2022　 開通60周年記念「芸術作品に見る首都高展」  O美術館（東京）
 「100人10」 東京ミッドタウン（東京）
 「つくばアートサイクルプロジェクト2021-2022」 （茨城）
2021 「Their collages」 s+arts （東京）
 「True colors ~染織作家三人展~」 新宿伊勢丹アート&フレーム （東京）
 「トウキョウナナイロ展202」1 新宿伊勢丹アート&フレーム （東京）
 「港  ヨコハマ  夏の市」 FEI ART MUSEUM YOKOHAMA (神奈川)
2020 「IAG AWARDS 2020 EXHIBITION」 東京芸術劇場（東京）
2019 「九州・インターナショナル ・アート・キャンプ 2019」　ギャラリー風 （福岡）
2017 「Shonandai MY Gallery 開廊10周年記念展」　Shonandai Gallery （東京）
 「童心未泯 Young At Heart 2017 - 台日11人聯展」　Galerie F&F （台湾)
2016 「Malaysia, Japan & Philippines Fusion 3" art exhibition」 Galeri Seni Mutiara （マレーシア）
2015 「MY duo 2015　片山穣 / 吉澤知美」　Shonandai MY Gallery （東京）
2012 「明日のつづき　常総市まちなか展覧会」　二水会館 （茨城）
2011 「machinaka 2011 Downtown × Artist ＝ 常総市まちなか展覧会」 二水会館 （茨城） 

アートフェア
2022 アート大阪（大阪）
2019 Affordable Art Fair Hongkong 2019 （香港）
2018 Art FORMOSA （台湾） 
2017 Affordable Art Fair Singapore 2017 （シンガポール）
2016 Art Stage Jakarta 2016 （インドネシア）
 Art Kaohsiung 2016 （台湾）
2015 Affordable Art Fair Singapore 2015 （シンガポール）
 YOUNG ART TAIPEI 2015 （台湾）
 Art Monaco 2015 （モナコ公国） 
2014 ART APART ART FAIR 2014 （シンガポール） 
 Art Taipei台北國際藝術博覽會 2014 （台湾） 
2013 ジ・アートフェアズ：＋プリュス-ウルトラ2013 （東京） 
 Art Taipei台北國際藝術博覽會 2013 （台湾）
*全てs+arts 又は Shonandai Galleryより出品

パブリックコレクション
Batik Painting Museum Penang（マレーシア） 
アマリ歯科デンタルクリニック（東京）
チャームスイート桜上水（東京）

その他
三菱鉛筆22硬度ショールームイラスト
Amazon TV スクリーンセーバーに作品画像提供

2024年6月吉日
s+arts

〒106-0032
東京都港区六本木 7-6-5
六本木栄ビル 3F
TEL&FAX  03-3403-0103
MAIL  info@splusarts.com
WEB  www.splusarts.com
　　www.facebook.com/splusarts
　　www.instagram.com/splusarts
　　www.twitter.com/splusarts
　　www.artsy.net/s-plus-arts 東京メトロ 日比谷線 六本木駅 / 千代田線 乃木坂駅：徒歩約5分  都営大江戸線 六本木駅：徒歩約3分

2/2

PRESS RELEASE


